
BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

BGPルータ IDの VRF単位の割り当て機能により、同じルータ上のボーダーゲートウェイプ
ロトコル（BGP）内にVRF-to-VRFピアリングを持つ機能が追加されます。BGPは、ルータ ID
チェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計されています。VRF単位の割
り当て機能を使用すると、既存のbgprouter-idコマンドの新しいキーワードを使用して、VRF
単位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位での手動設定、または、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードでのグローバルな自動割り当てやVRF単位の
自動割り当てが可能です。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての前提条件
この機能を設定する前に、ネットワーク内で Cisco Express Forwardingまたは distributed Cisco
Express Forwarding（dCEF;分散型シスコエクスプレスフォワーディング）が有効になってい
る必要があり、また、BGPピアリングがネットワーク内で実行されていることが前提になって
います。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する情報

BGPルータ ID
BGPルータ IDは、ルータの最大 IPアドレスに設定される 4バイトフィールドです。ループ
バックインターフェイスアドレスは物理インターフェイスよりも安定しているため、ループ

バックインターフェイスのアドレスが物理インターフェイスよりも前に考慮されます。BGP
ルータ IDは、最小ルータ IDを持つ BGPルータにプリファレンスが設定されている宛先への
ベストパスを決定するために、BGPアルゴリズムで使用されます。bgp router-idコマンドで
BGPルータ IDを手動で設定して、ベストパスのアルゴリズムに影響を与えることが可能で
す。

VRF単位でのルータ IDの割り当て
Cisco IOSXERelease2.1以降のリリースでは、各バーチャルプライベートネットワーク（VPN）
ルーティング/転送（VRF）インスタンスに対する個別のルータ IDの設定に対するサポートが
追加されました。BGPルータ IDのVRF単位の割り当て機能により、同じルータ上のボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）内に VRF-to-VRFピアリングを持つ機能が追加されます。
BGPは、ルータ IDチェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計されていま
す。VRF単位の割り当て機能を使用すると、既存の bgp router-idコマンドの新しいキーワー
ドを使用して、VRF単位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位での手
動設定、または、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでのグローバルな自動割

り当てや VRF単位の自動割り当てが可能です。

ルート識別子

ルート識別子（RD）はルーティングテーブルとフォワーディングテーブルを作成し、VPNの
デフォルトのルート識別子を指定します。IPv4プレフィックスをグローバルに固有のVPN-IPv4
プレフィックスに変更するために、RDが IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。RDは、
自律システム番号と任意番号、または IPアドレスと任意番号のいずれかで構成できます。

RDは、次のいずれかの形式で入力できます。

• 16ビット自律システム番号、コロン、32ビット番号を入力します。次に例を示します。
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45000:3

• 32ビット IPアドレス、コロン、16ビット番号を入力します。次に例を示します。

192.168.10.15:1

BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定方法

VRFインスタンスの設定
VRFインスタンスを VRF割り当て作業で使用されるように設定するには、この作業を実行し
ます。この作業では、vrf_transという名前の VRFインスタンスが作成されます。VRFを機能
させるために、ルート識別子（RD）が作成されます。ルート識別子が作成されると、vrf_trans
という名前のVRFインスタンスにルーティングテーブルとフォワーディングテーブルが作成
されます。

始める前に

この作業では、Cisco Express Forwardingまたは分散型 Cisco Express Forwardingが有効になって
いることを前提としています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. route-target {import | both} route-target-ext-community
6. route-target {export | both} route-target-ext-community
7. exit
8. 定義する VRF単位で、ステップ 3～ステップ 7を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

Router(config)# ip vrf vrf_trans

VRFにルーティングテーブルとフォワーディング
テーブルを作成し、VPNにデフォルトRDを指定し
ます。

rd route-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 45000:2

ステップ 4

• VPNにデフォルト RDを指定するには、
route-distinguisher引数を使用します。RDの指
定に使用できる形式は 2つあります。詳細につ
いては、「ルート識別子」の項を参照してくだ

さい。

•この例では、RDは、コロンの後に番号 2を持
つ自律システム番号を使用します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target {import | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target import 55000:5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target {export | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 6

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target export 55000:1

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 7

--定義する VRF単位で、ステップ 3～ステップ 7を
繰り返します。

ステップ 8

VRFインスタンスとインターフェイスの関連付け
VRF単位での割り当て作業で使用されるインターフェイスに VRFインスタンスを関連付ける
には、この作業を実行します。この作業では、vrf_transという名前の VRFインスタンスがシ
リアルインターフェイスに関連付けられます。

ip vrf forwardingコマンドにより IPアドレスが削除されるため、VRFインスタンスを関連付
けるインターフェイスの IPアドレスをメモしておいてください。ステップ 8で IPアドレスを
再設定できます。

始める前に

•この作業では、Cisco Express Forwardingまたは分散型 Cisco Express Forwardingが有効に
なっていることを前提としています。

•この作業は、VRFインスタンスがVRFインスタンスの設定（3ページ）で設定されてい
ることを前提としています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. exit
6. interface type number
7. ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
8. ip address ip-address mask [secondary]
9. インターフェイスに関連付ける VRF単位で、ステップ 5～ 8を繰り返します。
10. end
11. show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•この例では、ループバックインターフェイス
0が設定されます。Router(config)# interface loopback0

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4

•この例では、ループバックインターフェイス
が 172.16.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 172.16.1.1
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

•この例では、シリアルインターフェイス 2/0/0
が設定されています。

Router(config)# interface serial2/0/0

VRFをインターフェイスまたはサブインターフェ
イスと関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]

例：

ステップ 7

•この例では、vrf_transという名前の VRFがシ
リアルインターフェイス 2/0/0に関連付けられ
ます。

Router(config-if)# ip vrf forwarding vrf_trans

インターフェイスにこのコマンドを実行

すると、IPアドレスが削除されます。IP
アドレスを再設定する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 8

•この例では、シリアルインターフェイス 2/0/0
が 192.168.4.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 192.168.4.1
255.255.255.0

--インターフェイスに関連付けるVRF単位で、ステッ
プ 5～ 8を繰り返します。

ステップ 9

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Router(config-if)# end

（任意）定義された VRFおよび関連付けられたイ
ンターフェイスのセットを表示します。

show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

例：

ステップ 11

•この例では、このコマンド出力に、作成された
VRFおよび関連付けられたインターフェイス
が表示されます。

Router# show ip vrf interfaces

例

次の出力は、vrf_transと vrf_usersという名前の 2つのVRFインスタンスが 2つのシリ
アルインターフェイスに設定されたことを示しています。

Router# show ip vrf interfaces
Interface IP-Address VRF Protocol
Serial2 192.168.4.1 vrf_trans up
Serial3 192.168.5.1 vrf_user up

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定
VRF単位でBGPルータ IDを手動で設定するには、この作業を実行します。この作業では、複
数のアドレスファミリコンフィギュレーションが示され、1つのVRFインスタンスに対して、
IPv4アドレスファミリモードでルータ IDが設定されます。ステップ 22は、特定のステップ
を繰り返して、同じルータ上で複数の VRFの設定を許可する方法を示します。

始める前に

この作業は、事前に VRFインスタンスを作成し、そのインスタンスをインターフェイスに関
連付けていることを前提とします。詳細については、VRFインスタンスの設定（3ページ）
およびVRFインスタンスとインターフェイスの関連付け（5ページ）を参照してください。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. bgp log-neighbor-changes
6. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source interface-type interface-number
8. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
9. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
10. neighbor {ip-address| peer-group-name} send-community{both| standard| extended}
11. exit-address-family
12. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
13. redistribute connected
14. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
15. neighbor ip-address local-as autonomous-system-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]
16. neighbor {ip-address| peer-group-name} ebgp-multihop[ttl]
17. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
18. neighbor ip-address allowas-in [number]
19. no auto-summary
20. no synchronization
21. bgp router-id {ip-address| auto-assign}
22. 別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ 11～ 21を繰り返します。
23. end
24. show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf vrf-name}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 5

Router(config-router)# bgp log-neighbor-changes

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、ネイバーは内部ネイバーになりま
す。

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェ
イスを使用できるようにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 7

•この例では、指定されたネイバーの BGP TCP
接続が、最良のローカルアドレスではなく、

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
update-source loopback0 ループバックインターフェイスの IPアドレス

で発信されます。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 8

•この例では、VPNv4アドレスファミリセッ
ションを作成します。

Router(config-router)# address-family vpnv4

VPNv4アドレスファミリの下のネイバーをアクティ
ブにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 9

•この例では、ネイバー172.16.1.1がアクティブ
化されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
send-community{both| standard| extended}

例：

ステップ 10

•この例では、拡張コミュニティ属性が172.16.1.1
のネイバーに送信されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 11

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 12

•この例では、vrf_transという名前の VRFイン
スタンスが後続の IPv4アドレスファミリコン

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf_trans

フィギュレーションコマンドに関連付けられ

るように指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインに再配布します。

redistribute connected

例：

ステップ 13

•この例では、インターフェイスで IPが有効化
されると自動的に確立されるルートを表すため

に、connectedキーワードが使用されます。

Router(config-router-af)# redistribute connected

•この手順に適用される構文だけが表示されま
す。詳細については、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』を参照してくださ
い。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 14

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 40000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、192.168.1.1のネイバーは外部ネイ
バーです。

eBGPネイバーから受信したルートの AS_PATH属
性をカスタマイズします。

neighbor ip-address local-as
autonomous-system-number [no-prepend [replace-as
[dual-as]]]

ステップ 15

•ローカルBGPルーティングプロセスからの自
律システム番号は、デフォルトで、すべての外

部ルートに追加されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
local-as 50000 no-prepend • eBGPネイバーから受信されたルートにローカ

ル自律システム番号を付加しない場合は、

no-prependキーワードを使用します。

•この例では、192.168.1.1のネイバーからのルー
トにローカル自律システム番号が含まれていま

せん。

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
ebgp-multihop[ttl]

例：

ステップ 16

•この例では、直接接続されていないネットワー
ク上に存在するネイバー 192.168.1.1との接続
ができるように BGPを設定します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ebgp-multihop 2

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 17

•この例では、ネイバー 192.168.1.1がアクティ
ブにされます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

複製の自律システム番号が含まれるプレフィックス

をすべて再アドバタイズできるように、プロバイ

ダーエッジ（PE）ルータを設定します。

neighbor ip-address allowas-in [number]

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
allowas-in 1

ステップ 18

•この例では、自律システム番号が 45000の PE
ルータが VRF vrf-transからのプレフィックス
を許可するように設定されます。IPアドレス
が 192.168.1.1のネイバーPEルータが、同じ自
律システム番号の別の PEルータに 1回再アド
バタイズされるように設定されます。

自動サマライズを無効にし、サブプレフィックス

ルーティング情報をクラスフルネットワーク境界

間で送信します。

no auto-summary

例：

Router(config-router-af)# no auto-summary

ステップ 19

Cisco IOS XEソフトウェアが内部ゲートウェイプ
ロトコル（IGP）との同期を待たずにネットワーク
ルートをアドバタイズできるようにします。

no synchronization

例：

Router(config-router-af)# no synchronization

ステップ 20

ローカルBGPルーティングプロセスの固定ルータ
IDを設定します。

bgp router-id {ip-address| auto-assign}

例：

ステップ 21

•この例では、指定された BGPルータ IDが、
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショRouter(config-router-af)# bgp router-id 10.99.1.1

ンに関連付けられた VRFインスタンスに割り
当てられます。

--別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ
11～ 21を繰り返します。

ステップ 22

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 23

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPテーブルからのVPNアドレス情報を
表示します。

show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf
vrf-name}

例：

ステップ 24

•この例では、すべての VPNv4データベースが
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS Multiprotocol Label
SwitchingCommand Reference』を参照して
ください。

（注）

例

次のサンプル出力は、vrf_transと vrf_userという名前の 2つの VRFインスタンスが個
別のルータ IDで設定されていることを前提としています。ルータ IDがVRF名の次に
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 5, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 192.168.4.0 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 42:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
*> 192.168.5.0 0.0.0.0 0 32768 ?

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て
VRF単位で BGPルータ IDを自動で設定するには、この作業を実行します。この作業では、
ループバックインターフェイスが VRFに関連付けられ、bgp router-idコマンドがルータコン
フィギュレーションレベルで設定されて、BGPルータ IDがすべての VRFインスタンスに自
動的に割り当てられます。ステップ9は、特定のステップを繰り返して、インターフェイスに
関連付けられる各 VRFを設定する方法を示します。ステップ 30は、同じルータ上で複数の
VRFを設定する方法を示します。

始める前に

この作業は、事前にVRFインスタンスを作成していることを前提とします。詳細については、
VRFインスタンスの設定（3ページ）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. exit
6. interface type number

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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7. ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
8. ip address ip-address mask [secondary]
9. インターフェイスに関連付ける VRF単位で、ステップ 5～ 8を繰り返します。
10. exit
11. router bgp autonomous-system-number
12. bgp router-id {ip-address| vrf auto-assign}
13. no bgp default ipv4-unicast
14. bgp log-neighbor-changes
15. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
16. neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source interface-type interface-number
17. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
18. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
19. neighbor {ip-address| peer-group-name} send-community{both| standard| extended}
20. exit-address-family
21. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
22. redistribute connected
23. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
24. neighbor ip-address local-as autonomous-system-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]
25. neighbor {ip-address| peer-group-name} ebgp-multihop[ttl]
26. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
27. neighbor ip-address allowas-in [number]
28. no auto-summary
29. no synchronization
30. 別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ 20～ 29を繰り返します。
31. end
32. show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf vrf-name}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•この例では、ループバックインターフェイス
0が設定されます。Router(config)# interface loopback0

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4

•この例では、ループバックインターフェイス
が 172.16.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 172.16.1.1
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

•この例では、ループバックインターフェイス
1が設定されます。Router(config)# interface loopback1

VRFをインターフェイスまたはサブインターフェ
イスと関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]

例：

ステップ 7

•この例では、vrf_transという名前のVRFがルー
プバックインターフェイス 1に関連付けられ
ます。

Router(config-if)# ip vrf forwarding vrf_trans

インターフェイスにこのコマンドを実行

すると、IPアドレスが削除されます。IP
アドレスを再設定する必要があります。

（注）

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 8

•この例では、ループバックインターフェイス
1が 10.99.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 10.99.1.1
255.255.255.255

--インターフェイスに関連付けるVRF単位で、ステッ
プ 5～ 8を繰り返します。

ステップ 9

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 10

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Router(config)# router bgp 45000

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

ローカルBGPルーティングプロセスの固定ルータ
IDを設定します。

bgp router-id {ip-address| vrf auto-assign}

例：

ステップ 12

•この例では、BGPルータ IDが VRFインスタ
ンス単位で自動的に割り当てられます。

Router(config-router)# bgp router-id vrf
auto-assign

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 13

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 14

Router(config-router)# bgp log-neighbor-changes

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 15

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、ネイバーは内部ネイバーになりま
す。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェ
イスを使用できるようにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 16

•この例では、指定されたネイバーの BGP TCP
接続が、最良のローカルアドレスではなく、

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
update-source loopback0 ループバックインターフェイスの IPアドレス

で発信されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 17

•この例では、VPNv4アドレスファミリセッ
ションを作成します。

Router(config-router)# address-family vpnv4

VPNv4アドレスファミリの下のネイバーをアクティ
ブにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 18

•この例では、ネイバー172.16.1.1がアクティブ
化されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
send-community{both| standard| extended}

例：

ステップ 19

•この例では、拡張コミュニティ属性が172.16.1.1
のネイバーに送信されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 20

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 21

•この例では、vrf_transという名前の VRFイン
スタンスが後続の IPv4アドレスファミリコン

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf_trans

フィギュレーションモードのコマンドに関連

付けられるように指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインに再配布します。

redistribute connected

例：

ステップ 22

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
17

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て



目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# redistribute connected
•この例では、インターフェイスで IPが有効化
されると自動的に確立されるルートを表すため

に、connectedキーワードが使用されます。

•この手順に適用される構文だけが表示されま
す。詳細については、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』を参照してくださ
い。

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 23

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 40000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、192.168.1.1のネイバーは外部ネイ
バーです。

eBGPネイバーから受信したルートの AS_PATH属
性をカスタマイズします。

neighbor ip-address local-as
autonomous-system-number [no-prepend [replace-as
[dual-as]]]

ステップ 24

•ローカルBGPルーティングプロセスからの自
律システム番号は、デフォルトで、すべての外

部ルートに追加されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
local-as 50000 no-prepend • eBGPネイバーから受信されたルートにローカ

ル自律システム番号を付加しない場合は、

no-prependキーワードを使用します。

•この例では、192.168.1.1のネイバーからのルー
トにローカル自律システム番号が含まれていま

せん。

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
ebgp-multihop[ttl]

例：

ステップ 25

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ebgp-multihop 2

•この例では、直接接続されていないネットワー
ク上に存在するネイバー 192.168.1.1との接続
ができるように BGPを設定します。

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 26

•この例では、ネイバー 192.168.1.1がアクティ
ブにされます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

複製の自律システム番号が含まれるプレフィックス

をすべて再アドバタイズできるように、プロバイ

ダーエッジ（PE）ルータを設定します。

neighbor ip-address allowas-in [number]

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
allowas-in 1

ステップ 27

•この例では、自律システム番号が 45000の PE
ルータが VRF vrf-transからのプレフィックス
を許可するように設定されます。IPアドレス
が 192.168.1.1のネイバーPEルータが、同じ自
律システム番号の別の PEルータに 1回再アド
バタイズされるように設定されます。

自動サマライズを無効にし、サブプレフィックス

ルーティング情報をクラスフルネットワーク境界

間で送信します。

no auto-summary

例：

Router(config-router-af)# no auto-summary

ステップ 28

Cisco IOS XEソフトウェアが内部ゲートウェイプ
ロトコル（IGP）との同期を待たずにネットワーク
ルートをアドバタイズできるようにします。

no synchronization

例：

Router(config-router-af)# no synchronization

ステップ 29

--別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ
20～ 29を繰り返します。

ステップ 30

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 31

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPテーブルからのVPNアドレス情報を
表示します。

show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf
vrf-name}

例：

ステップ 32

•この例では、すべての VPNv4データベースが
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS Multiprotocol Label
SwitchingCommand Reference』を参照して
ください。

（注）

例

次のサンプル出力は、vrf_transと vrf_userという名前の 2つの VRFインスタンスが個
別のルータ IDで設定されていることを前提としています。ルータ IDがVRF名の次に
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 172.16.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 10:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 42:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定例

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定例
次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。VRF単位での BGPルータ IDは、個別の IPv4アドレスファミリの下で手
動で設定されます。show ip bgp vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDがVRF単位に設定さ

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
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れていることを確認できます。このコンフィギュレーションは、グローバルコンフィギュレー

ションモードで開始されます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
router bgp 45000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected
neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id 10.99.1.1
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 40000 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id 10.99.1.2
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て
21

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定例



r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.2.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.2.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

指定された VRFの show ip bgp vpnv4 vrfコマンドの出力には、出力ヘッダーにルータ IDが表
示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user
BGP table version is 43, local router ID is 10.99.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.2.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

指定されたVRFの show ipbgpvpnv4vrf summaryコマンドの出力には、出力の最初の行にルー
タ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user summary
BGP router identifier 10.99.1.1, local AS number 45000
BGP table version is 43, main routing table version 43
8 network entries using 1128 bytes of memory
8 path entries using 544 bytes of memory
16/10 BGP path/bestpath attribute entries using 1856 bytes of memory
6 BGP AS-PATH entries using 144 bytes of memory
3 BGP extended community entries using 72 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 3744 total bytes of memory
BGP activity 17/0 prefixes, 17/0 paths, scan interval 15 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
172.22.1.1 4 2 20 21 43 0 0 00:12:33 3

パスが VRFで送信されると、指定された VRFとネットワークアドレスの show ip bgp vpnv4
vrfコマンドの出力に、正しいルータ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user 172.23.0.0
BGP routing table entry for 65500:1:172.23.0.0/8, version 22
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Paths: (1 available, best #1, table vrf_user)
Advertised to update-groups:

2 3
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (10.99.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, weight 32768, valid, sourced, best
Extended Community: RT:65500:1

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て例
次に、BGPが個別のルータ IDを各 VRFインスタンスに自動的に割り当てるように設定する 3
つの異なる設定例を示します。

ループバックインターフェイス IPアドレスを使用してグローバルに自動割り当てされ
るルータ IDの例

次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。ルータコンフィギュレーションモードでは、BGPが、各VRFにBGPルー
タ IDを自動的に割り当てるようにグローバルに設定されます。ループバックインターフェイ
スは、ルータ IDの IPアドレスを送信するために個別のVRFに関連付けられます。show ipbgp
vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDが VRF単位に設定されていることを確認できます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback1
ip vrf forwarding vrf_user
ip address 10.99.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback2
ip vrf forwarding vrf_trans
ip address 10.99.2.2 255.255.255.255
!
router bgp 45000
bgp router-id vrf auto-assign
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected
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neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 2 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。この例で使用されているルータ IDが、ループバックイン
ターフェイス 1およびループバックインターフェイス 2で設定された IPアドレスから送信さ
れていることに注意してください。ルータ IDは、VRF単位での BGPルータ IDの手動設定例
（20ページ）と同じです。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.2.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

デフォルトルータ IDがない場合にグローバルに自動割り当てされるルータ IDの例

次に、ルータを設定して、デフォルトのルータ IDが割り当てられない場合に自動的に BGP
ルータ IDが割り当てられる VRFを関連付ける例を示します。

ip vrf vpn1
rd 45000:1
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route-target export 45000:1
route-target import 45000:1
!
interface Loopback0
ip vrf forwarding vpn1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
router bgp 45000
bgp router-id vrf auto-assign
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
!
address-family ipv4 vrf vpn1
neighbor 172.22.1.2 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.2 activate
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family

別のルータが 2つのルータ間のセッションを確立するように設定されていることを前提とし
て、show ip interface briefコマンドの出力には、設定済みの VRFインターフェイスだけが表
示されます。

Router# show ip interface brief
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Serial2/0/0 unassigned YES NVRAM administratively down down
Serial3/0/0 unassigned YES NVRAM administratively down down
Loopback0 10.1.1.1 YES NVRAM up up

show ip vrfコマンドを使用すると、ルータ IDがVRFに対して割り当てられていることを確認
できます。

Router# show ip vrf
Name Default RD Interfaces
vpn1 45000:1 Loopback0

VRF session is established:

VRF単位で自動割り当てされるルータ IDの例

次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。個別の VRFに関連付けられた IPv4アドレスファミリの下では、BGPが
自動的に BGPルータ IDを割り当てるように設定されます。ループバックインターフェイス
は、ルータ IDの IPアドレスを送信するために個別の VRFに関連付けられます。show ip bgp
vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDが VRF単位に設定されていることを確認できます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
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interface Loopback1
ip vrf forwarding vrf_user
ip address 10.99.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback2
ip vrf forwarding vrf_trans
ip address 10.99.2.2 255.255.255.255
!
router bgp 45000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family

!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected
neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id auto-assign
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 40000 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id auto-assign
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。この例で使用されているルータ IDが、ループバックイン
ターフェイス 1およびループバックインターフェイス 2で設定された IPアドレスから送信さ
れていることに注意してください。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.2.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
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*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド：コマンド構文の詳細、デフォルト、
コマンドモード、コマンド履歴、使用上の注意事

項、および例

『Cisco IOS Multiprotocol Label Switching
Command Reference』

MPLSコマンド：コマンド構文の詳細、デフォルト、
コマンドモード、コマンド履歴、使用上の注意事

項、および例

『Cisco IOS Master Command List, All
Releases』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
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RFC

タイト

ル

RFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。

BGPルータ IDのVRF単位での割り当てに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1 : BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルータ IDの VRF単位の割り当て機能により、同じルータ
上のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）内にVRF-to-VRF
ピアリングを持つ機能が追加されます。BGPは、ルータ ID
チェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計
されています。VRF単位の割り当て機能を使用すると、既存の
bgp router-idコマンドの新しいキーワードを使用して、VRF単
位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位
での手動設定、または、アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでのグローバルな自動割り当てや VRF単位の自
動割り当てが可能です。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲーションサー
ビスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されました。

bgp router-id、show ip bgp vpnv4

Cisco IOS
XE Release
2.1

BGPルータ ID
の VRF単位で
の割り当て
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